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国民性調査と領域架橋の風土と 
前田忠彦                                          

 
統計数理研究所は 1953 年以来 5 年に一度

「日本人の国民性調査」を実施してきた。こ
の調査は，「継続社会調査」（反復横断調査）
として，基本的に同じ質問項目と同じ調査方
法で，その都度抽出された無作為標本を対象
として実施する形で繰り返されている。本学
会でも，大会の特別セッションなどで結果を
紹介する機会が複数あったので，ご承知いた
だいている会員方も多いと思う。2008 年秋
には第 12 次全国調査を行い，結果は 2009
年 7 月中に公表し，マスメディアでも報道さ
れた。ご興味をお持ちの向きは，下記の URL
でクロス表を含む時系列集計を参照されたい。 
http://survey.ism.ac.jp/ks/index.html 
国民性調査はなぜ 50 年以上にもわたって

続けられてきたのか？ 我々国民性調査委員
会は，調査の目的が次の 3 点にあり，実際に
調査はそのような役割を担ってきた，と説明
している。 
第一の目的は，調査結果をとおして，日本

人のものの見方や考え方とその変化を明らか
にしていくことである。調査を継続すること
で，多くの興味深い知見を得ることを目指し
ている。 
第二の目的は，実際の調査を行いながら，

これからの社会変化にも対応できる新たな統
計調査手法を研究していくことである。社会
調査の環境はこの半世紀の間にも大きく変わ

ってきた。今後の社会状況の変化も見据えな
がら，現実に即した統計調査手法の開発を目
指す必要がある。 
第三の目的は，より優れた統計的データ解

析の方法を研究していくことである。現実の
調査データを用いることで，実際に役に立つ
統計的方法を開発していくことを目指してい
る。 
統計の理論と応用を研究する研究所が行う

調査として，第二第三の目的が重要であるこ
とは言うまでもない。しかし第一の側面での
貢献も，こうした調査が役立つものと社会全
体に訴えていくための非常に重要な要素とし
て，決してないがしろにできない。国民性調
査は，このような「三位一体」の目標が達成
されて初めて，今後も価値あるものと評価さ
れよう。この理想を達成するのは容易なこと
でなく，自身の関与としてはとても胸を張れ
た状態ではないのだが。 
理論や方法論の研究と，その素材としての

データ自体の面白さと。手前味噌な話題展開
で恐縮であるが，行動計量学会で披瀝される
研究成果もこうしたあり方が理想だと説明し
たい。どんなにすぐれた計量的方法も，興味
深い適用対象を見いだせなければ宝の持ち腐
れである。 
最近，個別科学分野の過剰な成熟（タコツ

ボ化）に伴う閉塞感からか，単純かつ前向き
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にシナジー効果を狙ったものか，各研究分野
のオピニオンリーダーが領域架橋ということ
を訴える動きが感じられる。領域架橋に対す
る英語表現としては従来から広く使われる
interdisciplinary （学際的）ではなく，
transdisciplinary を当てるようだ。異分野を
またぐ新たな学問的到達点に向けた方法論の
開発のためには，学際の理念が要求するより
更に深い異分野交流と協調が必要，との気持
ちがこの語に込められている。ご多分にもれ
ず，この理想も言うは易く行うは難しの典型
である。 
計量的方法は万能ではないが，領域架橋が

求められる学問風土にあって，改めて役割を
果たすものと信じている。各分野で先端的な
研究手法の開発を担う人材が出会い交差する，
アゴラのような役割を，この行動計量学会に
期待したい。 

（まえだ ただひこ  統計数理研究所 
 行動計量学会理事） 

 
委員会活動報告 

欧文誌編集委員会より 
Behaviormetrika 36 巻 1 号を発行し，同

号の内容を日本科学技術振興機構の電子ジャ
ー ナ ル サ イ ト J-stage （ http:// 
www.jstage.jst.go.jp/browse/bhmk）にて公
開した。 
また，平成 21 年度科学研究費補助金（研

究成果公開促進費）の申請が採択され，補助
金 90 万円の交付申請を行った。 

大津起夫（大学入試センター） 
 

運営委員会より 
2009 年度研究部会活動報告 
◯社会調査研究会 

氏家 豊（埼玉大学） 

当研究会は，調査の質について多方面から
議論をし，今日の調査環境の悪化の中での調
査実施において，どのような点を留意すべき
かを探ろうとするものである。議論の材料と
して，調査の実情，今日の業界や学会での議
論内容などを意識的に取り上げている。 
21 年度の研究テーマは，調査票の内容が調

査結果に及ぼす影響，ならびにフィールド・
ワークの実施について予定していた。年度初
めに行動計量学会で特別セッションへ前年の
研究テーマである｢エリア・サンプリング｣に
よる発表参加を決め，年度前半は，発表する
ための準備を行った。 
後半は，質問と回答における認知過程や問

題点に関する文献の読みあわせを行った。文
献は Survey Methodology （2004, Groves. 
R. M  et al ）の第 7 章 Questions and 
Answers in Surveys である。ここでは，特
に，質問を理解してから回答するまでの認知
プロセスについて，日本ではあまり研究され
ていないが，質問作成の上でも留意すべき点
の示唆を得ることができた。さらに，それら
を踏まえて質問形式や選択肢について議論し
た。 
次に，電話調査の調査票について，BRFSS

調査の例をもとに検討した。日本の調査事情
とは異なり，アメリカでは長時間の電話調査
が可能であるが，どのように実施しているの
かという点が参考になった。 
さらに，日本の民間調査機関の電話調査に

おいて，オペレーターと調査対象者とのやり
とりの中の具体的な問題について検討した。
特に，選択肢の読み上げについては，回答に
直接影響を与えるということから慎重に検討
する必要がある。 
当初の計画にあった「フィールド・ワーク

の実態」については，今後も情報を蓄積して
議論を続ける機会を得たい。 
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◯複雑系データ解析研究会 
水嶌友昭 

（株式会社インターネット総合研究所） 
近年，ニューロン，インターネット，金融

といった場所で複雑な事象が多く存在してい
る。それらの事象は規則性があまりなく，非
線形な事象として観測することはできるが，
その原因を追求することは難しいが，近年で
はコンピュータの発達により，それを取り扱
うことができるようになり，数理科学的分析
手法が確立され始めている。 
本研究会では，各分野で分析されている複

雑系の研究の応用性について検討を行うこと
を目的に，研究事例を集め，それぞれの事例
について検討を行った。事例として，金融デ
ータの分析と地盤沈下の推定手法について取
り上げ検討を行った。 
現在の金融の業界では，数理ファイナンス

等の数量的手法は実務レベルで強く結びつい
ている。その一方で，昨年の金融危機以降，
これらの数理的手法に疑念を生じさせている。
この背景を基に，複雑系科学から伝統的経済
学と現代ファイナンスに寄せられてきた批判
のいくつかを議論の俎上に乗せ，金融系にお
ける数理科学の問題点と今後の方向性につい
て検討を行った。金融データは経済活動の結
果としてあらわれたものであるが，そこには
人の経済リスクに対する態度が大きく反映さ
れている結果でもあり，近年の行動経済学，
経済物理学も考慮した形で討論が行い，その
結果として心理学的な手法の検討が今後の課
題になるという結論を得た。 
また，地盤沈下の推定では状態空間モデル

といった数理モデルが用いた推定が行われて
いるが，実際の現場では地質等の調査がし難
いという問題から，地盤の構造をブラックボ
ックスとして扱い，観測される地盤沈下デー
タから今後の推定を行う手法が用いているが，
土木系で用いられている古典的な手法との整

合性をいかにとるのかが問題であるという結
論を得た。 
このような事例を基にした検討の結果とし

て，複雑系のデータの分析は進んでいるが，
現実への利用といった応用面での問題が多く，
その対応も考えた研究の必要があうことが判
明した。また，人の態度が関係する事象に対
するデータ解析では人の態度の部分がブラッ
クボックスとして扱われているが，その影響
が無視できないレベルになっていることも判
明し，その検討が必要であることが判明し，
心理学者のこの分野における参加が重要であ
ることが判明した。 
 

◯サーベイ・メソドロジー研究会 
松本正生（埼玉大学） 

われわれサーベイ・メソドロジー研究会は，
調査をめぐる社会的条件，とりわけ実査環境
が悪化している中で，現行の世論・社会調査
が抱える方法的課題の解決策について検討す
ることを主題にしている。具体的には，イン
ターネット調査の方法論的可能性の検証，さ
らに，ミックス・モード調査，特に，郵送調
査とインターネット調査との自記式によるミ
ックス・モードの可能性の模索などを研究し
ている。研究会の基本的スタンスは，この研
究会が，メンバーシップ限定型のサークルと
してではなく，調査関係者によるオープンな
議論および研究の場として機能することを優
先している。 
2009 年度は，メンバー会員による事例報

告に加えて，外部の専門家を招いての研究会
も開催してきた。外部の専門家による報告内
容とは，例えば，オート・コール方式による
選挙調査の方法に関する報告，有権者名簿に
よるプロバビリティ・サンプルを対象とする
インターネット調査結果の報告などが相当す
る。 
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こうした研究会活動を通じて，われわれは，
世論・社会調査の要件として，サンプル代表
性の他に，回収サンプルならびに回答結果の
代表性，実査の運用方法の客観性など，複数
の基準を設定し，総合的に評価することの重
要性を再認識している。同時にまた，調査費
用のコストカットが迫られる現状に対して，
調査の社会的効用という新しい基準の必要性
も感じている。 
なお，目下，第 38 回大会のセッション報

告の準備に取り組んでいる。 
 

◯岡山地域部会 
飯塚誠也（岡山大学） 

岡山県およびその近隣地域の行動計量学に
関する研究と研究者間の人的交流を積極的に
行うべく，第 2 期の最終年度 4 年目であり全
体としては 8年目である本年度も計 4回の研
究会（第 31 回～第 34 回）を開催した。研究
会はすべて岡山統計研究会との共催とし，第
31,32,33 回研究会は岡山理科大学地域分析
研究会との共催とした。 
第 31 回（2009 年 10 月 24 日（土），統計

グラフィックス－その教育と研究）は，森裕
一先生（岡山理科大）にコーディネートして
いただき，中西寛子先生（成蹊大），中野純司
先生（統計数理研究所）を招き講演いただい
た。第 32 回（2009 年 12 月 19 日（土），社
会調査と資格制度）は，田中潔先生（岡山商
科大）にコーディネートをお願いし，「社会調
査と資格制度」をテーマに開催された。佐井
至道先生（岡山商科大），西敏明先生（岡山商
科大）の講演後，岡山県内の複数の大学の先
生方より「岡山県内社会調査士資格の現状と
課題」について報告をいただき，活発な議論
をおこなった。第33回（2010年 2月6日（土），
統計教育：初等・中等・高等教育における実
践）は，山田剛史先生（岡山大）にコーディ
ネートしていただき，教育をテーマに開催さ

れた。吉田寿夫先生（関西学院大），平井安久
先生（岡山大）を招き，テーマに関する講演
をいただき議論を行った。第 34 回（2010 年
3 月 11 日（木），データの分析手法とその応
用）では，若手を育てることを目的に学生セ
ッションを設け，院生 5 名の発表に対して優
秀賞1名とプレゼン賞 2名を表彰した。また，
全体レクチャーでは，黒田正博先生（岡山理
科大）に講演いただいた。 
第 2期の活動期間である 4年をこれで終え

たが，年 4 回の研究会を継続してもつことが
でき，学生セッションでの若手の発表など充
実した研究・教育活動と地域の親睦が図れた。
これも，学会の励ましや補助があってこそで
あり，非常に感謝している。今後も岡山地域
の研究を継続・発展させていきたい。 
（岡山地域部会の Web ページは，

http://mo161.soci.ous.ac.jp/bsj_okayama/ 
で，しばらくこれまでの記録として公開して
おく。） 
 
第 95 回行動計量シンポジウム報告 
特別シンポジウム『調査の実践上の課題』

が埼玉大学社会調査研究センターおよび一般
社団法人社会調査協会との協賛で，以下のよ
うに開催された。 
 
日時：3 月 23 日(火) 午後 2 時から 5 時半 
場所：埼玉大学 東京オフィス（東京駅近燐 
サピアタワー） 
タイトル：調査の実践上の課題 
参加人数：30 名 
司会・オーガナイザー：吉野諒三（統計数理
研究所） 
話題提供者： 
１.氏家豊 先生(埼玉大学) 
 エリア・サンプリングの検討 
２.鈴木督久 先生（日経リサーチ） 
 マスコミ世論調査結果の乖離問題  
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３.小柳雅司 先生(ビデオ・リサーチ) 
 視聴率調査の実際  
 

要旨：調査の現場を知る専門家の立場で，標
本抽出理論と実践的調査方法の問題点が説明
され，会場との活発な議論が展開された。 
 
第 13 回春の合宿セミナー報告 
実行委員長：芳賀麻誉美（電気通信大学） 
平成 22 年 3 月 26 日～28 日の 3 日間，Ｔ

ＯＴＯ東富士研修所をお借りして第 13 回春
の合宿セミナーを開催いたしました。「安い参
加費で充実した内容を集中的に，そして異分
野の方々と交流しながら楽しく学ぶ」が，第
一回から継承される基本コンセプトです。本
年は2年ぶりに合宿形式で開催することでそ
の徹底を図り，今回会員申込みをされた 8 名
の方を含め，受講者・講師を合わせ総勢 74
名が富士の袂に集結し，密度の濃い学びの時
間を過ごしました。 
本年度は特に，理論と実践の両側面から各

テーマの習得できるように，実習付きのプロ
グラムを組みましたが，講師の先生方のお力
により，初級者から中級者の方まで幅広くご
満足いただける内容となったと確信しており
ます。また,ＴＯＴＯ株式会社様のご好意によ
り使用させていただいた清潔で使いやすい施
設や提供された美味しい食事は，参加者の皆
様に大変好評でした。この場をお借りして，
講師の先生方と事務局をお願いしましたＴＯ
ＴＯ株式会社の小代さん，平尾さんに改めて
御礼申し上げます。 
なお，合宿セミナーのプログラムは，

http://www.mayomi.org/bsj/seminar.html
で御確認いただけます。 
今回のセミナー詳細については，参加者を

代表して 2名の方に感想文をお願いいたしま
した。 
 

東京都健康長寿医療センター 杉原陽子 
この度，春の合宿セミナーに初めて参加さ

せて頂きました。「合宿」の語感から，参加者
は若い人が多いのではと思っていたのですが，
予想していたよりも幅広い年齢層の方々が参
加されていて，活気に満ちたものとなってい
ました。年齢層だけでなく，専門分野や業種
が異なる多様な方々と講義や懇親会を通して
交流させて頂き，大変楽しく，刺激的な機会
となりました。 
私は主にＣコース（Ｒによる多重代入法，

マルチレベルモデリング，共分散構造方程式，
等）を受講させて頂きましたが，いずれの講
義も実践的で，とても有意義な内容でした。
初歩から応用までの膨大な内容を短時間で説
明するのは大変なことと思いますが，新進気
鋭の講師の皆様が，体系的に，わかりやすく
説明してくださいました。講義後も，質問に
対して丁寧に回答してくださり，そのおかげ
で，これまで抱えていた疑問のいくつかを解
消することができました。同様の講義を民間
企業で受ければ数十万円かかるのに，このよ
うに安価で受講させて頂きましたこと，主催
および助成して下さいました学会や関係機関
の皆様に深謝いたします。 
今回のセミナーは，魅力的な統計手法に関

する講義が盛りだくさんで，2 泊 3 日が短く
感じられるほど充実した内容でした。一方，
盛りだくさんであるが故，いずれの統計手法
に関しても，もっと詳しく聞きたかったとい
う思いが若干残りました。受講したコースが
ソフトウェアの利用を主目的としていたため，
How-to 的な話が多かったのですが，機会が
ありましたら，理論的な話ももう少し伺って
みたいです。今後もこのようなセミナーを活
用させて頂きながら，新しい統計手法をキャ
ッチアップできればと願っております。 
最後になりましたが，セミナーの開催にご

尽力くださいました先生方や関係者の皆様に，
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この紙面をお借りして心より御礼申し上げま
す。 
 

専修大学大学院 研究生 太田博三 
今回，初めて春の合宿セミナーに参加させ

ていただいたが，是非，来年も参加したいと
いう思いを今から馳せている。そんな合宿セ
ミナーについて，簡単にレポートしてみたい。 
まず，参加者は，実務で課題を抱えている

であろう社会人からこれから研究に専心する
いけいけの学部学生まで幅広く，まるで「集
合知」そのものであった。開催施設は，静粛
で周辺にはなにもない，まさに集中できる環
境にあり，旬の素材を使った食事に加え入浴
も十分に楽しめ，合宿に最適な場であったと
思う。内容は 3 つのコースに分かれていたも
のの，柔軟な組み合わせが可能であった事は
参加者にとってはありがたく，進んで参加し
たくなるメニューであった。むしろ選択する
のに困るほど，どのコースも参加したくなる
魅力的な構成だったといえる。実際に配布さ
れたセミナー資料集だけでも非常に価値のあ
る参考書のようなものであった。講義及び実
習は興味深い内容で構成されており，講師の
先生方の研究に向かう姿勢など背中から学ぶ
ことは大きかった。更に，問題意識の近い方々
に会える情報交換の場も創出され大変有意義
であった。学会の大会中の交流とは異なる気
持ちの良い交流が持てたと思う。交流の場に
は，必要な飲み物や軽食などの準備など隅々
まで行き届いており，講義・実習以外でも，
サービス満点の合宿だった。 
今回の合宿が，印象深かった理由としては，

次の 3 つが挙げられると思う。1 つ目は，2
泊 3 日の泊まり込みの合宿であった事。その
ため講義・実習後に，個々人が持ち合わせて
いる課題などを持ち出せ，時間をあまり気に
せずに夜中まで話すことができた。2 つ目は，
講義の後の交流会（ウェルカムパーティーな

ど）への流れがスムーズで忙しさを感じさせ
ず，講義・実習の場が変わった程度でしか感
じられないほど流れが良かったので，同じ問
題意識の方々と知人になる時間を要しなかっ
た事。３つ目は，運営委員長の植野先生が精
神的支えとして温かく見守って下さる中，実
行委員長で講師でもあった芳賀先生をはじめ，
講義を担当されたどの先生も事前の準備から
講義直前の仕込みまで食事も落ち着いて取ら
れていないほどの御様子にも関わらず，時間
を惜しんでご教授くださった事。これらが受
講者に心地よさを感じさせ，印象深くなった
のだと思う。 
この合宿の参加者は私だけでなく誰もが大

きなお土産を持って家路に着いた事と思われ
る。時間の経過につれて，合宿の意義や効果
を反芻させられている。ちょうど 4 月のスタ
ートにはもってこいであり，知人にも自信を
持って薦められる他に類を見ない合宿セミナ
ーであった。是非，今後も長く続けていって
欲しい。 

植野真臣（電気通信大学） 
 

理事会議事録 
日本行動計量学会２００９年度第 6回理事会
議事録 
 
日時 2009 年 12 月 14 日（月）18：00～20：
30 
場所 大学入試センター視聴覚室 
議事進行 飽戸弘理事長 
出席者 飽戸弘，今泉忠，植野真臣，大津起
夫，大森拓哉（書記），岡太彬訓，菊地賢一，
椎名久美子，竹村和久，鄭躍軍，林文，星野
崇宏，松本渉，森裕一，吉野諒三，柳原良造 
資料  
1. 第 5 回理事会議事録（案） 
2. 企画委員セッションの枠組みのお願い 
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3. 企画委員セッションの概要について 
4. 編集委員会からの資料 
5. 「編集委員会より」（会報第 123 号の委
員会活動報告 pp.4-6） 

6. 和文誌「行動計量学」編集委員会報告 
7. 統計関連学会連合に関する資料 
8. 科学研究振興と若手研究者支援に関す
る提言(2009 年 12 月 7 日) 

9. 国勢調査に代表される公的統計に関す
る提言 

10. 科学研究振興と若手研究者支援に関
する提言(2009 年 12 月) 

 
議事 
1. 第 5 回理事会の議事録確認および承認 
菊地事務局長より資料 1 に基づき，前回理事
会議事録案が示され，承認された。 
 
2. 第 38 回大会 
松本渉大会副実行委員長より，資料 2，3 に
基づき，大会準備の進行状況について以下の
通り報告があった。例年通り記念講演とシン
ポジウムを開催し，企画委員セッションを設
け，討論時間を多くとる予定である。企画委
員会（委員長：松本渉大会副実行委員長）と
運営委員会を組織して進めており，埼玉大学
の後援を得られることになった。また，菊地
理事より，3 月発行の会報に 1 号通信同封の
提案があった。抄録集の著作権について，「著
作権は著者にあるが，抄録集の複製・電子化
等に関しては学会が自由に使用できるものと
する」等のルールが必要との提案があった。 
学会として，賛助会員については 3 名まで参
加費を無料（その他抄録集等費用については
有料）とすることが承認された。 
 
3. 事務局所在地に関する細則 
林組織検討副委員長より，事務局の所在地に
ついて「細則により定める」とあるが，「本会

の事務局を日本国内に設ける」と変更し，次
回総会にて改正する旨の提案があった。 
 
4. 統計関連学会連合からの提言について 
飽戸理事長より，資料 7，8，9，10 に基づき，
事業仕分けに関連する研究予算・国勢調査予
算の削減に対し，統計関連学会連合として提
言提出に賛同するかどうかの議案が出され，
現状では学会として参加するためには検討す
る時間が十分でないと判断し，統計関連学会
連合理事長名で提出することには問題ないこ
とで承認された。 
 
5. 各委員会報告 
・編集委員会 
岡太編集委員長より，資料 4 に基づき，学会
誌掲載論文著作権委譲について，74 年～99
年までの全論文の著作権譲渡のお願いを，会
報・学会の Web ページへの掲載，論文誌へ
の案内の封入，の各手段により周知した旨報
告があった。 
 
竹村和文誌編集委員長より，資料 6に基づき，
2009 年 4 月以降，17 件の論文が投稿され，
4件が採択となり1月下旬に36巻2号（2009
年 9 月号）として発刊予定，また一般論文・
資料等をまとめ，特集号 37 巻 1 号（2010 年
3 月号）として発刊予定である旨報告があっ
た。 
 
植野欧文誌編集副委員長より，科研費に応募
した旨報告があった。また，Vol.37, No.1 に
一般論文 2 編（投稿 10 篇，採択 2 編，4 編
回答中，4 編審査中），特集論文 2 編の計 4
編の掲載がある旨報告があった。 
 
・運営委員会 
植野委員長より 3月 26日～28日に春の合宿
セミナーを東富士リサーチパーク研修所にて
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開催される旨報告があった。また，丸山久美
子会員の企画で複雑データの解析の研究会が
開催された旨報告された。行動計量シンポジ
ウムなどについては，研究会グループなどに
開いてもらうよう働きかける提案が出された。
また，大会チュートリアルセミナーについて，
大会実行委員会と学会運営委員会で協議しな
がら計画すべく意見交換がされた。 
 
・広報委員会 
森委員長より，会報12月号の発行したこと，
会報の学術的連載企画の一つとして，行動計
量新シリーズの前書きを順に掲載していくこ
と，の報告があった。また，論文誌への広告
掲載の問い合わせがあった旨報告されたが，
討議ののち，論文誌への広告掲載は見送るこ
ととなった。1 月にはメーリングリストメン
バーを更新する予定であることも告げられた。 
 
・事務局 
菊地事務局長より，新入会員についての報告
があり，承認された。また，シニア会員につ
いて，資格要件を確認する旨申し合わせがあ
った。さらに，事務局資料の保管年限等，法
律に関する相談先の必要性についても提案が
あった。 
 
6．その他 
・社会調査協会について 
飽戸理事長より，11 月 21 日に理事会・社員
総会が開かれ，税金の支払，5 月の会員総会
開催，会員サービスの増強等の報告があった。
また，諮問委員に柳井・繁桝・岩崎各理事を
推薦した旨報告があった。 
 
・横幹連について 
今泉理事より，12 月 4 日にカンファレンス
が開催され，200 名の出席があった旨報告さ
れた。また科学技術会議の提言の決議をした

が，文科省の通達の後，変更したいとの連絡
があった旨報告された。 
 
・次回理事会について 
平成 22 年 3月 1 日（月）18 時より大学入試
センターにて開催予定 
 

会員の図書 
Tango Toshiro, "Statistical Methods for 
Disease Clustering". （Series: Statistics for 
Biology and Health）, Springer, 2010 年 2
月, ISBN: 978-1-4419-1571-9 
 

関連学会等カレンダー 
＜学協会大会・定例シンポジウム等＞ 
☆第 29 回日本シミュレーション学会大会 
会期：2010 年 6 月 19 日（土），20 日（日） 
会場：山形大学 工学部キャンパス 
大会組織委員長：北嶋龍雄（山形大学） 
照会先：日本シミュレーション学会 

URL : http://www.jsst.jp/ 
☆第 50 回数理社会学会大会 
会期：2010 年 9 月 10 日(金)，11 日(土) 
会場：獨協大学 
照会先：数理社会学会研究事務局(研究理事 
浜田宏) 
〒980-8576 仙台市青葉区川内 27-1 
東北大学大学院文学研究科 行動科学研究室 
http://www.sal.tohoku.ac.jp/~hamada/jam
s.html 
☆第 20 回日本家族社会学会大会 
会期：2010 年 9 月 11 日(土)，12 日(日) 
会場：成城大学 
照会先：第 20 回大会実行員会事務局 
〒157-8511 世田谷区成城 6-1-20 
成城大学社会イノベーション学部 石原邦雄
研究室内 
http://www.wdc-jp.biz/jsfs/conf2010/inde
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x.html 
 

2010 年度統計関連学会連合
大会について（第 2報） 
 
実行委員長    稲葉敏夫（早稲田大学） 
プログラム委員長 椿広計（統計数理研究所） 
運営委員長    吉村 宰（長崎大学） 
 
2010 年度統計関連学会連合大会につきま

して，進行状況と詳細をご報告いたします．
第一報でもご紹介いたしました通り，今大会
は，統計関連学会連合に所属する全ての学会
の共催により開催することになりました。ま
た，本連合大会では，統計関連学会以外の研
究者と共に統計科学利用のフロンティア，課
題などについても重点的に議論するセッショ
ンを設け，多くの方々と，益々その重要性を
増すであろう統計科学の社会的役割を考える
場とすることに尽力してまいったところです。
特に，連合大会の初日・2 日目（9 月 5-6 日）
は，NPO 法人横断型基幹科学技術研究団体
連合主催第 3 回横幹連合総合シンポジウム
「横幹技術の役割の新局面」も同一会場で同
期開催され，統計関連学会連合大会と共催セ
ッションを設けるなど協賛関係を調整してい
るところです。以下では，市民講演会，チュ
ートリアルセッション，企画セッション，コ
ンペセッションなどの概要などを紹介させて
いただきます。 
なお，各種申込に関しては，以下の日程を

予定しておりますので奮って講演参加お願い
申し上げます。 
 

 講演申込 5 月 10 日（月）9:00 
～6 月 1 日（火）17:00 

 原稿提出 6 月 14 日（月）9:00 
～7 月 9 日（金）17:00 

 事前参加申込 7 月 15 日（木）9:00 
～8 月 19 日（木）17:00 
 
以下では， これらも含めまして， 項目ご

とにご紹介させていただきます。今後， 連合
大会の Web ページ 
http://www.jfssa.jp/taikai/  

に関連情報や詳細情報が随時掲載されます。 
 

1. 大会の場所と日程 
開催日程：2010 年 9 月 5 日（日）～8 日

（水）までの 4 日間（9 月 5 日は，午後か
らチュートリアルセッションと市民講演会の
み） 
開催場所：早稲田大学早稲田キャンパス（東

京都新宿区西早稲田 16-1）7 号館 
共 催：応用統計学会，日本計算機統計学会，

日本計量生物学会，日本行動計量学会，日本
統計学会，日本分類学会 
なお，懇親会を 2010 年 9 月７日（火）18：

00～（予定）に，大隈ガーデンハウスで行い
ます。 
 
2. 講演の申込 
講演は「一般講演」，「企画セッション講演」，

「コンペティション講演」の 3 種類からなり
ます。申込み方法は，すべての講演に共通の
事項と講演ごとに異なる事項がありますので，
ご注意下さい。 
(i) すべての講演に共通する事項 
講演をご希望の方は，上記 Web ページか

らお申込み下さい。その他の申込み方法はあ
りません。申込み期間は 2010 年 5 月 10 日
（月）9:00 から 6月 1 日（火）17:00 までで
す。Web ページ上で，「一般講演」，「企画セ
ッション講演」，「コンペティション講演」の
いずれかを選択して下さい。「企画セッション
講演」はオーガナイザーが一括して，それ以
外は講演者が申込んでください。 
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(ii) 「一般講演」に関わる事項 
通常の講演は「一般講演」として講演者が

お申込み下さい。Web ページ上の講演申込
み手順にしたがって申込みをして下さい。プ
ログラム編成の際の参考にしますので，最大
3 個までのキーワードを，重要視する順に選
択願います。また，講演者（連名講演者を含
む）のうち，少なくとも 1 名は共催 6 学会の
いずかの会員であることが要件です。 
(iii) 「企画セッション講演」に関わる事項 
オーガナイザーによる一括申込みとします。 
(iv) 「コンペティション講演」に関わる事

項 
「コンペティション講演」に関わる事項は

つぎの通りです。コンペティション講演は，
研究内容とプレゼンテーションの能力を競う
企画で，今回で 8 回目を迎えます。参加資格
は 2010 年 4 月 1 日時点で満 30 歳未満の若
手研究者，あるいはコンペティション講演時
点で現役修士・学部学生（社会人学生を含む
が，後期博士課程学生は除く）の方です。若
手研究者については教員，社会人は問いませ
ん。連名講演の場合は，コンペティション対
象者は実際に口頭発表する方です。なお，研
究報告の申込み時点で，コンペティション対
象者は，共催 6 学会のいずれかの会員でなけ
ればなりません （ただし，申込みと同時に入
会手続きをする方も含みます）。前回（同志社
大学大会）と同様に事前審査は行わず，申込
んだ有資格者全員がコンペティションに参加
して頂けます。審査は，当日の口頭発表に対
しての数名の審査員と参加者の一般審査との
総合評価で行う予定です。詳細は連合大会の
Web ページに掲載される「コンペティショ
ン講演のご案内」をご覧下さい。なお，コン
ペセッションは，原則 9 月 7 日に実施し，表
彰は最終日 9 月 8 日に行います。 
 
3. 講演報告集用原稿の提出 

講演報告集を大会当日に配付いたします。
また，Web でも公開いたします(CD-ROM 
は作成いたしません)。報告集用原稿は A4 で
1 ページです．提出方法としましては，Web 
ページから電子ファイル（PDF 形式）を提出
する方法を原則といたします。原稿提出期間
は 6 月 14 日（月）9:00 から 7 月 9 日（金）
17:00 までです。厳守をお願いします。 
希望者は，報告集用原稿とは別に詳細論文

（Web に掲載）を A4 で最長 10 ページまで
提出できます。論文は PDF 形式（ファイルサ
イズは 1MB 以内）でメールによりプログラ
ム委員会宛(taikai2010@jfssa.jp)にお送り下
さい。報告集用原稿および詳細論文の執筆要
項につきましては連合大会 Web ページ
（http://www.jfssa.jp/taikai/2010/）をご覧
下さい。 
「企画セッション講演」の報告集用原稿の

提出はオーガナイザーが一括して行って下さ
い。したがいまして，企画セッション講演者
の方はオーガナイザーによる原稿提出が締切
りに間に合いますようにオーガナイザーに原
稿をお送り下さい。よろしくお願い申し上げ
ます． 
【注意】報告集は，Web にて公開予定です。
Web での公開を希望しない場合には，報告
集用原稿の提出時に，その旨をご指示くださ
い． 
 

4. 企画セッションのご案内 
現時点において，全部で 20 件の企画セッ

ションが設けられています。テーマ(仮題)と
オーガナイザー（敬称略）の氏名（所属）は
以下の通りです。テーマのねらいや講演者・
講演タイトル等につきましては連合大会の
Web ページをご覧下さい。 
企画セッションの運営はオーガナイザーに

一任していますので，企画セッションにおけ
る講演者で質問等がおありの方は直接オーガ
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ナイザーにお問い合わせ下さい。なお，セッ
ションの日程はプログラム作成時に決定いた
します。 
 
・ 応用統計学会学会賞受賞者講演：応用

統計学会企画セッション：永田靖（早
稲田大），岸野洋久（東京大），黒木学
（大阪大） 

・ 日本計量生物学会奨励賞受賞者講演：
日本計量生物学会企画セッション大森
崇（同志社大） 

・ 計量生物学における統計的因果推論の
役割：日本計量生物学会企画セッショ
ン： 上坂浩之（大阪大学）黒木学（大
阪大） 

・ 統計的分類手法の新展開とその応用：
日本分類学会企画セッション：山口和
範（立教大） 

・ 統計教育の質保証の枠組み：統計関連
学会連合統計教育推進委員会，日本統
計学会統計教育委員会企画セッショ
ン：渡辺美智子（東洋大） 

・ 横断型人材育成：横断型基幹科学技術
研究団体連合主催，統計関連学会連合
大会共催セッション：田村義保（統数
研） 

・ 問題解決型統計教育：鈴木和幸（電気
通信大），渡辺美智子（東洋大），椿広
計（統数研）：日本品質管理学会共催セ
ッション 

・ サービス科学（仮題）：横断型基幹科学
技術団体連合，統計数理研究所，産業
技術総合研究所主催セッション，統計
関連学会連合大会共催セッション：田
村義保（統数研） 

・ データの質マネジメント：日本品質管
理学会共催セッション：山本渉（電気
通信大） 

・ 感性の統計モデリング：感性工学会共

催セッション：領家美奈（筑波大） 
・ 衛星リモートセンシングデータ実利用

と精度：日本リモートセンシング学会
共催セッション：西井龍映（九州大） 

・ 環境・生態データのモデル化と解析：
清水邦夫（慶応義塾大） 

・ 海洋生態・水産資源データの解析と統
計的モデリング：南美穂子（慶応義塾
大） 

・ 世論調査の技術革新：コンピュータを
用いた調査とその展望：田中 愛治（早
稲田大），日野 愛郎（首都大学東京）
西郷浩（早稲田大） 

・ 金融の計量リスク管理：三浦良造（一
橋大） 

・ スポーツ統計科学の新たな挑戦：酒折
文武（中央大），田村義保（統数研） 

・ 抗がん剤第Ⅰ相試験における統計の役
割：石塚 直樹 （国立国際医療センタ
ー研） 

・ システム生物学に基づくトランスレー
ショナルメディシンにおける統計学的
諸問題：井元清哉（東大医科研），山口 
類（東大医科研），樋口知之（統数研） 

・ 臨床試験におけるデータ・モニタリン
グ委員会と統計家の役割：越水 孝（ヤ
ンセンファーマ） 

・ 食品安全性と統計科学との接点：大西
俊郎（九州大） 

 
この他にも，相互協賛する第 3 回横幹連合

総合シンポジウムのセッションについても，
統計関連学会連合大会に登録すれば入室可能
となっています。ただし，横幹連合総合シン
ポジウム資料については，統計関連学会連合
大会と横幹連合との共催セッションでない限
り，横幹連合シンポジウムへの登録を別途行
わないと入手できません。現在，第 3 回横幹
連合シンポジウム（実行委員長：田村義保（統
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数研））「横幹技術の役割の新局面」について
は，下記のような企画が進行中です。 
また，上記統計関連学会連合企画セッショ

ンの中で，横幹連合会員学会共催セッション
を中心に横幹連合との共催セッションとする
ことも検討中です。 
 
9 月 5 日（日）13 時～16 時 早稲田大学井深
ホール 
プレナリーセッション：科学技術・イノベ

ーション政策と科学技術コミュニティ：日本
工学アカデミー共催 
9 月 6 日（月）6 企画セッション（企画進行
中）早稲田大学早稲田キャンパス 
・ 横幹人材養成（統計関連学会連合との

共催） 
・ サービス科学（産総研，統数研との共

催，統計関連学会連合との共催） 
・ パターン認識・機械学習 
・ 知の統合・システム科学 
・ 経営高度化 
・ 経済物理・ファイナンス 
 

5. チュートリアルセッションのご案内 
チュートリアルセッションでは，2 つのテ

ーマを用意する予定です。現状では，１つの
テーマは企画未決定です。2 つの会場で並行
して行いますので，テーマ 1 またはテーマ 2
のどちらかをお選びいただけます。なお，テ
ーマ名や講演時間等について多少の変更があ
り得ますことをご了解下さい。 
日時：2010 年 9 月 5 日 (日) 13:00～16:00 
（12:30 より受付開始） 
場所：早稲田大学早稲田キャンパス 7 号
館 
演題・講演者（敬称略）： 
テーマ 1：標本調査の基礎から新展開ま
で：土屋隆裕（統数研），星野崇宏（名古屋
大） 

テーマ 2：ベイズ 統計理論の新展開（仮
題）：駒木文保（東京大） 
 

6. 市民講演会のご案内 
下記のテーマについて，講演会を予定して

おります．参加費は無料です。 
日時：2010 年9 月5 日(日) 16:30～18:00 
場所：早稲田大学井深ホール 
テーマ：統計で社会・経済の深層を探る 
講演者：田中愛治（早稲田大学），吉野貴晶
（大和証券キャピタル・マーケッツ(株)） 
開催趣旨：今回の市民講演会では，統計を
使って，国民の意識や投資家の行動，株式
の動きなどを探っていらっしゃる研究者，
実務家にご講演頂きます．統計が社会・経
済においてどのような役割を持っているか，
その面白さは何かなどを紹介して頂こうと
考えています。 
昨年総選挙前にも綿密な調査を行い政権

交替に関する著書も出版された政治学者・
田中愛治先生からは，直前に行われる2010 
年参議院選挙と有権者の意識変化を紹介い
ただきます。 
クオンツアナリストランキングで長年ト

ップを走り，サザエさんと株価の不思議な
関係などの指摘でも知られる吉野貴晶先生
からは，株式投資における統計の役割など
のお話しを頂戴できる予定です。 
 

7. 参加申込と大会参加費 
当日受付の混雑を緩和するため，7 月 15

日 9:00 から 8月 19 日 17:00 まで Web によ
る事前申込みを実施します。割引もございま
すので，ぜひご利用ください。 
 

大会参加費（報告集代を含む） 
事前申込み 
会員(共催 6 学会の会員) 6,000 円 
学生（会員・非会員を問わず）2,000 円 
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学生以外の非会員 12,000 円 
当日受付 
会員(共催 6 学会の会員) 8,000 円 
学生（会員・非会員を問わず）6,000 円 
学生以外の非会員 15,000 円 

チュートリアルセッション参加費（資料代を
含む） 
事前申込み 
会員(共催 6 学会の会員）2,000 円 
学生（会員・非会員を問わず 1,000 円  
学生以外の非会員 4,500 円 

当日受付 
会員(共催 6 学会の会員）3,000 円 
学生（会員・非会員を問わず）3,000 円 
学生以外の非会員 6,000 円 

懇親会参加費 
事前申込み 
一般（会員・非会員を問わず）4,500 円 
学生（会員・非会員を問わず）2,000 円 

当日受付 
一般（会員・非会員を問わず）5,000 円 
学生（会員・非会員を問わず）2,500 円 

市民講演会：無料 
 
なお，これまでの大会と同様，事前申込み

のキャンセル・変更は認めません。大会に参
加されなかった場合，報告集あるいは資料を
送付いたします。 
 

8. 宿泊・アクセス案内 
今大会では宿泊の斡旋はいたしません。な

お，下記のホテルには，統計関連学会連合大
会用の特別料金が設定されています。ご予約
時に｢早稲田大学での 2010 年度統計関連学
会連合大会に出席｣とお申し出ください。お申
し出がない場合には一般の料金でのご案内と
なりますのでご注意ください。お部屋の確保
はしておりませんので，満室の際はご了承く
ださい。 

◯ホテルサンルート高田馬場 
住所：東京都新宿区高田馬場 1-27-7 
TEL：03-3232-0101 
宿泊料金－シングルルーム１泊8,000円，
朝食は別途 1,050 円 
◯ホテルサンルート東新宿 
住所：東京都新宿区新宿 7-27-9 
ＴＥＬ：03-5292-3610 
宿泊料金－シングルルーム１7,600 円～
9,200 円，朝食は別途 1,000 円 

 
9．Web ページおよび問い合わせ用メールア
ドレス 
連 合 大 会 の Web ペ ー ジ 

http://www.jfssa.jp/taikai/ に関連情報や詳
細情報が随時掲載されます。メールによる問
い合わせは，taikai2010@jfssa.jp 宛にお願
いいたします。 
 

学会誌論文投稿先 
 学会大会で発表された研究などを，できる
だけ論文として投稿してください。お待ちし
ております。 

和文誌「行動計量学」 
〒162-8644 東京都新宿区戸山 1-24-1 
早稲田大学文学部心理学教室 竹村和久 
E-mail: koudoukeiryougaku@gmail.com  
 

欧文誌:｢Behaviormetrika｣ 
〒565-0871 大阪府吹田市山田丘 1--2 
大阪大学人間科学研究科 足立浩平 
E-mail: adachi@hus.osaka-u.ac.jp  
 

ご連絡 
会員数（2010 年 4月 30 日現在） 

正会員： 887 名 
準会員：  66 名 
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名誉会員： 7 名 
シニア会員：10 名 
寄贈会員：  9 名 
賛助会員： 22 社 

計 1,001 名 
 

入会手続き 
 学会では新入会員を広く募っています。詳
しくは，下記までお問い合わせください。 

〒169-0075 東京都新宿区高田馬場
4-4-19 
（株）国際文献印刷社内 
日本行動計量学会係（担当：岸） 
bsj-post@bunken.co.jp 
TEL:03-5389-6209  
FAX:03-3368-2822 

 

日本行動計量学会Webページ 
http://wwwsoc.nii.ac.jp/bsj/index.html 
 

会員向けメーリングリストについて 
広報サービスの一環として，３月 31 日配

信のメールニュース（bsj-ml 194）より，会
員の皆様全員への配信を開始しました（正確
には，メールアドレスを学会に届けておられ
る方で，配信を希望されない方を除いた全員）。 
これは，昨今，会員向けメーリングリスト

による情報発信の機会が増加していることと，
広報委員会に送られてくる情報そのものもメ
ーリングリストによる配信を前提とした即時
性のあるものが増えてきたことによります。
すでに，bsj-ml 197 までの４通のメールニュ
ースを今回の形式で配信しております。届い
ていますでしょうか。 
メールニュースは，広報委員会に情報が到

着する毎に，その内容に応じて配信していく
不定期発行となります（2009 年度実績で３
本弱/月）。 
メールアドレスの新規登録や変更・削除は，

いつでも可能です。配信を希望していなかっ
たがここで登録をしたい方，アドレスを取得
したので新たに登録したい方，メールアドレ

スを変更される方，配信を停止したい方など， 
http://wwwsoc.nii.ac.jp/bsj/member/ml.

html 
において，ご自身でお手続きください。 
なお，bsj-ml 194 でも示しましたように，

下記の注意事項があります。ここに再掲させ
ていただきますので，ご対応等，よろしくお
願い申し上げます。また，ご意見や希望など
ありましたら，広報委員会までお知らせくだ
さい。 
[1] メールニュースの末尾には，会員向け

メーリングリストへのメールアドレスの新規
登録や変更・削除の方法を記した上記 Web
ページ URL をご案内いたします。 
[2] 会員の皆様は，過去（配信済）のメー

ルニュースが 
http://wwwsoc.nii.ac.jp/bsj/member/ml/

ml_back2010.html で閲覧可能です。ただし，
ユーザー名「bsj」とパスワード「1973」を
入力する必要があります。 
[3] 名簿記載のアドレスと異なるアドレス

で既にメールニュースの配信を受けている方
は，２通届くことになります。この場合，お
手数ですが，不要な方を 
http://wwwsoc.nii.ac.jp/bsj/member/ml.

html にて削除してください。 
[4] 受信エラー等の理由で，有効でないと

考えられるメールアドレスには，メールニュ
ースの配信を中止させていただく場合がござ
います。 
[5] その他の事項あるいは最新の情報につ

いては， 
http://wwwsoc.nii.ac.jp/bsj/member/ml.

html 
をご覧ください。 

森 裕一（岡山理科大学） 
 
会員向けメーリングリストの登録・変
更・削除について 
 本会では，会員向けメーリングリストに登 
録されたアドレスにメールニュースを配信し 
ています。こちらへメールアドレスを新規登 
録，変更，削除（メールニュースの配信停止） 
される場合は，ご自身で，「会員向けメーリ 
ングリスト：登録・サービスの詳細」のペー 
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ジ 
 http://wwwsoc.nii.ac.jp/bsj/member/ 
 ml.html 
に接続して，そこの指示にしたがって作業 
を行ってください。 
 なお，会員であることを確認するために会 
員番号が必要ですので，学会からの送付物の 
宛名シールなどを用意してください。 
よろしくお願いします。 
 
会員専用ページへのアクセス 
学会 Web ページの「会員のみなさまへ」
の会報，会員向けメーリングリストの 2 つの
ページが会員専用となっています。これらの
ページにアクセスする際には，以下のユーザ
ー名とパスワードの入力が必要となります。 
ユーザー名：bsj   パスワード：1973 

 

編集後記 
以前の会報で「行動計量学シリーズ」の各
巻をそれぞれの著者に紹介して頂こうと企画
していると申し上げた記憶がありますが，残
念ながら今回は編集委員長の不手際で掲載さ
れませんでした。次号には必ず掲載したいと
思います。とはいうものの最近物忘れがひど
くあまり自信がありません。皆様からのリマ
インダーを頼りにしています。 
広報委員会では，会員の方が出版された本
や，会員に関係があると思われる，シンポジ
ウム，セミナーなどの情報を含め，会員の皆
様から原稿を募集しております。下記の送付
先までお送り下さい。 
 
会報原稿送付先 

〒852-8521 長崎県長崎市文教町 1-14 
長崎大学アドミッションセンター 
吉村宰 osamu@nagasaki-u.ac.jp 
TEL:095-819-2117  
FAX:095-819-2112 

皆様からの情報をお待ちしております。 

 
 原稿は，発行月（3,6,9,12 月）の前々月の
末日までにお寄せください（たとえば 6 月 1
日号の場合は 4 月 30 日）。それ以降に届いた
ものにつきましては，内容を判断した上で，
次号に掲載させていただきます。 
 
 
題字：林知己夫 
広報委員長：森裕一 
会報作成担当：吉村宰・星野崇宏・城川美佳・菅
野剛・田中ゆかり・中山厚穂・松本渉・山岸侯彦・
山田剛史 
相談役：前田忠彦 


